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福
島
原
発
事
故
か
ら
5
年
。
事
故
は
ま
だ

収
束
し
て
い
ま
せ
ん
。
原
子
力
緊
急
事
態
宣

言
は
解
除
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
発
事
故
の
国

際
的
な
尺
度
で
最
高
の
レ
ベ
ル
７
「
放
射
性

物
質
の
重
大
な
外
部
放
出
が
起
こ
っ
て
い
る

状
態
」
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

江
東
区
内
に
は
約
９
０
０
人
の
「
原
発
避

難
者
特
例
法
に
基
づ
く
指
定
市
町
村
」
か
ら

の
避
難
者
が
い
ま
す
。
家
や
仕
事
を
失
い
、

家
族
が
分
断
さ
れ
た
暮
ら
し
が
5
年
間
続
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
国
は
昨
年
、
避
難
指
示

区
域
指
定
の
解
除
、
区
域
外
避
難
者
（
い
わ

ゆ
る
自
主
避
難
者
）
の
住
宅
支
援
の
打
ち
切

り
、
損
害
賠
償
の
打
ち
切
り
の
方
針
を
決
め

ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
支
援
対
象
地
域
か
ら
の

避
難
、
居
住
、
帰
還
と
い
っ
た
選
択
を
、
被

災
者
が
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
支
援
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
「
子
ど
も
被

災
者
支
援

法
」
の
理

念
に
反
す

る
決
定
で

す
。

　

な
か
で

も
住
宅
は
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
切
り
捨
て

る
よ
う
な
国
の
対
応
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
る

べ
き
で
す
。

　

一
方
、
今
年
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
か
ら
30
年
目
で
す
。
30
年
前
、
私
は
妊
娠

中
で
病
を
得
て
入
院
中
で
し
た
。
そ
の
ベ
ッ

ド
の
上
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
き
、
そ
の
数
日
後
千
葉
県
で
セ
シ
ウ

ム
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
情
報
に
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。
核
に
汚
染
さ
れ
た
こ
の
世

界
で
子
ど
も
を
産
む
こ
と
の
不
安
で
し
た
。

　

そ
の
25
年
後
に
福
島
原
発
事
故
が
起
き
、

あ
の
時
の
不
安
や
恐
怖
を
あ
り
あ
り
と
思
い

出
し
ま
し
た
。
昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を

受
賞
し
た
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
・
ア
レ
ク
シ
エ
ー

ビ
ッ
チ
さ
ん
の
『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
祈

り
』
と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。
本
自
体
は

日
本
で
は
１
９
９
８
年
に
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
遭
遇
し

た
人
々
の
行
動
、
衝
撃
、
愛
、
無
念
さ
、
悲

し
み
な
ど
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
描
い
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
文
学
で
す
。
優
れ
た
文
学

は
私
た
ち
に
思
い
を
共
有
さ
せ
る
力
が
あ
り

ま
す
。
胸
が
詰
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

こ
に
描
か
れ
て
い
た
市
民
の
悲
劇
や
政
府
の

対
応
は
何
と
福
島
原
発
事
故
が
も
た
ら
し
た

も
の
と
似
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

3
月
9
日
に
大
津
地
方
裁
判
所
は「
高
浜
原

発
3
、
4
号
機
」の
運
転
禁
止
の
仮
処
分
決
定

を
だ
し
ま
し
た
。
当
然
の
判
断
で
す
。
核
の

被
害
を
何
度
も
経
験
し
た
日
本
は
原
発
（
核
）

廃
絶
に
向
け
て
進
む
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
予
告
】
佐
藤
和
良
さ
ん
講
演
会

福
島
県
い
わ
き
市
で
反
原
発
活
動
を
続
け
て
き
た
佐
藤
和
良
さ
ん
（
前
い
わ

き
市
議
）
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
東
電
幹
部
の
強
制
起
訴
や
原
発
の
汚

染
水
問
題
な
ど
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
き
た
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

●
５
月
20
日
（
金
）
18
時
30
分
か
ら

●
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
（
カ
メ
リ
ア
）
五
階
第
1
研
修
室
〈
亀
戸
駅
徒
歩
２
分
〉

イラスト／ yukiko A

福
島
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

JUDGE
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新
年
度
の
予
算
は
以
下
の
と
お

り
で
す
（
１
億
円
未
満
は
切
捨
て
、

カ
ッ
コ
内
は
昨
年
度
当
初
予
算
） 

。

一
般
会
計
は
前
年
度
比
６
・
７
％

の
伸
び
で
過
去
最
大
に
な
り
ま
し

た
。＊

被
災
者
支
援
に
つ
い
て

中
村　

江
東
区
に
は
約
１
０
０
０

人
の
避
難
者
が
生
活
し
て
い
る

が
、
国
は
２
０
１
７
年
3
月
末

で
自
主
避
難
者
の
無
償
の
住
宅

支
援
を
打
ち
切
る
。
福
島
県
に

帰
還
し
な
い
避
難
者
へ
の
住
宅

支
援
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

区　

住
居
の
確
保
は
自
立
生
活
の

再
建
に
と
っ
て
一
番
重
要
。
現

時
点
で
は
福
島
県
か
ら
東
京
都

へ
の
要
請
は
来
て
い
な
い
の
で
、

国
・
都
の
動
向
を
見
守
る
。

＊
居
住
支
援
協
議
会
に
つ
い
て

中
村　

居
住
支
援
協
議
会
で
は
、

現
在
高
齢
者
だ
け
が
対
象
に

な
っ
て
い
る
が
、
根
拠
法
で
あ

る
「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

法
」
で
は
子
育
て
世
帯
、
障
が

い
者
、
被
災
者
も
住
宅
確
保
要

配
慮
者
と
な
っ
て
い
る
。
対
象

者
の
拡
充
を
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
生
活
困
窮
者
自
立
制
度

と
の
連
携
を
と
る
こ
と
も
検
討

す
べ
き
で
は
。

区　

対
象
者
の
拡
充
は
こ
れ
か
ら

調
査
・
研
究
す
る
。
自
立
支
援

制
度
と
の
関
係
は
今
後
考
慮
す

べ
き
点
と
思
う
。

＊
六
価
ク
ロ
ム
の
漏
出

中
村　

今
年
1
月
、
東
大
島
駅
前

の
「
わ
ん
さ
か
広
場
」
北
西
入

り
口
に
六
価
ク
ロ
ム
が
漏
れ
出

し
た
の
を
見
つ
け
、
東
京
都
に

連
絡
を
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
た

び
た
び
漏
出
が
あ
っ
た
場
所
だ
。

今
回
は
高
圧
洗
浄
機
で
洗
い
流

し
、
還
元
剤
を
撒
く
と
い
う
対

応
が
と
ら
れ
た
。

　
　

 

こ
れ
ま
で
都
の
対
応
は
い
ず

れ
の
場
合
も
、

⃝

健
康
被
害
の
お
そ
れ
は
な
い

⃝

江
東
区
、
周
辺
住
民
に
知
ら

せ
る
必
要
は
な
い

　

と
い
う
も
の
。
し
か
し
、
漏
出

の
原
因
を
究
明
し
な

い
ま
ま
、
漏
れ
出
た

六
価
ク
ロ
ム
を
洗
い

流
す
だ
け
で
は
対
症

療
法
に
す
ぎ
ず
、
住

民
の
不
安
は
ぬ
ぐ
え

な
い
。

　
　

山
﨑
区
長
も
記
者

会
見
で
「
正
し
い
情

報
を
早
く
オ
ー
プ
ン

に
す
べ
き
だ
」
と
都

に
注
文
を
つ
け
た
。

周
辺
の
汚
染
状
況
を

毎
月
調
査
し
て
い
る

東
京
農
工
大
学
の
渡

辺
教
授
は
「
六
価
ク

ロ
ム
を
含
む
地
下
水

が
住
民
が
通
る
場
所

で
こ
れ
ほ
ど
広
範
囲

で
し
み
だ
す
の
は
異

常
事
態
だ
。
30
年
以

上
前
か
ら
の
都
の
無

害
化
処
理
は
効
力
が

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

江
東
区
は
徹
底
的
な
原
因
究

明
と
対
策
を
都
に
求
め
て
欲
し

い
。 

区　

都
は
１
日
２
回
公
園
を
点
検

し
、
六
価
ク
ロ
ム
の
し
み
だ
し

が
疑
わ
れ
た
場
合
、
現
場
の
洗

浄
と
還
元
剤
の
散
布
を
実
施
し
、

ま
た
必
要
に
応
じ
て
地
下
の
排

水
施
設
の
修
理
も
行
う
。
区
は

週
に
１
回
現
地
に
行
き
、
異
常

が
あ
れ
ば
都
に
連
絡
し
対
策
を

要
請
す
る
。
ま
た
正
確
な
情
報

を
周
辺
住
民
に
迅
速
に
提
供
す

る
よ
う
強
く
申
し
入
れ
る
。

〈
中
村
補
足
〉
２
月
以
後
も
少
量

の
六
価
ク
ロ
ム
の
反
応
が
見
ら

れ
ま
す
。
４
月
初
め
、
現
地
の

石
垣
の
下
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

2016 年区議会
第１回定例会開催

（２月 24 日～３月 30 日）

中村まさ子の収支報告（2016 年 1 月〜 3 月）
★費用弁償は見直しを求めています。現在、別枠で積み立てています。

１月 ２月 ３月 期末手当

収入
議員報酬 608,000 608,000 608,000 220,400
費用弁償 0 9,000 27,000 ─

支出

所得税 35,820 35,820 35,820 40,505
住民税 56,000 56,000 56,000 ─
国民健康保険料 81,890 81,890 81,890 ─
共友会 2,000 2,000 2,000 ─
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000 ─
退職積立金 60,000 60,000 60,000 ─
活動積立金 30,000 30,000 30,000 ─
共に歩む会へ 42,290 42,290 42,290 179,895

亀戸駅北口での街頭宣伝行動中　

●
一
般
会
計

１
８
８
６
億
円
（
１
７
６
７
億
円
）

●
国
民
健
康
保
険
会
計

　
６
２
２
億
円
（
６
３
３
億
円
）

●
介
護
保
険
会
計

　
３
０
３
億
円
（
３
０
０
億
円
） 

●
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

　
84
億
円
（
81
億
円
） 

【
補
正
予
算
委
員
会
】

【
予
算
委
員
会
】
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覆
わ
れ
て
い
る
の
に
気
が
付
き

ま
し
た
。
六
価
ク
ロ
ム
が
漏
れ

出
て
く
る
場
所
を
塞
い
だ
の
で

し
ょ
う
が
、
こ
れ
も
対
症
療
法

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
都
か
ら

は
い
ま
だ
に
何
の
説
明
も
あ
り

ま
せ
ん
。  

＊
き
っ
ず
ク
ラ
ブ
を
優
先
し
て

ほ
し
い 

中
村　

江
東
区
で
は
学
童
ク
ラ
ブ

に
１
３
７
２
人
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
に
７
６
６
人
、
き
っ
ず

ク
ラ
ブ
に
６
０
０
０
人
以
上
登

録
し
て
い
る
。
な
か
で
も
き
っ

ず
ク
ラ
ブ
Ａ
登
録
は
ほ
と
ん
ど

専
用
の
部
屋
を
持
っ
て
お
ら
ず
、

子
ど
も
た
ち
の
活
動
場
所
が
十

分
確
保
で
き
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。

区　

人
口
増
に
伴
う
児
童
数
の
増

加
に
よ
り
、
各
学
校
で
専
用
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
難

し
い
。
学
校
と
調
整
し
な
が
ら

運
営
し
て
い
き
た
い
。  

中
村　

き
っ
ず
ク
ラ
ブ
の
時
間
帯

に
か
け
っ
こ
教
室
を
導
入
し
て

い
る
学
校
が
あ
る
。そ
の
間
き
っ

ず
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
は
校

庭
や
体
育
館
が
使
え
な
い
と
い

う
。
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
よ

り
区
の
事
業
で
あ
る
き
っ
ず
ク

ラ
ブ
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。 

区　

６
校
で
か
け
っ
こ
教
室
を
実

施
し
て
い
る
。
事
業
者
か
ら
提

案
が
あ
っ
て
、
学
校
長
の
判
断

の
も
と
無
料
で
施
設
を
貸
し
出

し
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
も
同

様
な
意
見
が
あ
っ
た
の
で
、
調

査
し
て
対
応
を
判
断
し
た
い
。 

〈
中
村
補
足
〉
新
年
度
か
ら
か

け
っ
こ
教
室
は
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
批
判

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

学
校
施
設
の
使
い
方
や
き
っ
ず

ク
ラ
ブ
事
業
の
公
平
性
に
問
題

が
あ
る
と
考
え
取
り
上
げ
ま
し

た
。

＊
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
で
介
護
離

職
ゼ
ロ
？

中
村　

こ
の
4
月
か
ら
江
東
区
で

は
「
総
合
事
業
」
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
ま
で
介
護
保
険
制
度
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
要

支
援
1
、
2
の
人
は
、
今
年
度

内
に
人
員
基
準
等
を
緩
和
し
た

「
総
合
事
業
」
に
移
行
す
る
。
こ

れ
は
「
軽
度
者
は
ず
し
」
だ
と

い
う
批
判
の
声
が
あ
る
。

　
　

2
月
に
国
の
社
会
保
障
審
議

会
は
さ
ら
に
要
介
護
1
、
2
の

利
用
者
へ
の
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
を
削
減

す
る
方
向
性
を
示
し

た
。
こ
れ
で
は
介
護

離
職
を
増
や
す
だ
け

だ
。
江
東
区
の
認
識

は
。

区　
制
度
の
頻
繁
な

見
直
し
は
負
担
が
増
え
る
。
生

活
援
助
は
高
齢
者
の
孤
立
化
を

防
ぎ
、
施
設
利
用
増
加
を
防
ぐ
。

今
回
の
見
直
し
に
は
慎
重
な
検

討
が
必
要
。

＊
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
改

正
　

職
員
の
勤
務
実
績
が
よ
く
な
い

場
合
、
指
導
等
を
行
っ
て
も
な
お

改
善
さ
れ
な
い
場
合
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
り
、

降
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い

う
改
正
内
容
。
職
員
組
合
と
の
合

意
が
な
さ
れ
た
と
の
こ
と
な
の
で
、

明
確
な
基
準
に
基
づ
き
、
公
平
性
・

公
正
性
、
客
観
性
を
担
保
す
る
運

用
を
条
件
に
賛
成
し
た
。

＊
特
別
職
の
報
酬
値
上
げ

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
は
最
も

必
要
と
し
て
い
る
人
に
は
届
か
ず
、

若
者
や
女
性
の
多
く
が
非
正
規
職

に
し
か
つ
け
な
い
。
ま
た
高
齢
者

も
低
年
金
で
苦
し
い
生
活
を
強
い

ら
れ
、
貧
困
が
拡
大
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
政
策
を
決
定
す

る
側
に
い
る
議
員
や
特
別
職
の
報

酬
を
一
般
職
員
と
同
様
に
引
き
上

げ
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
。

　◆主な議案への対応

件名
自 公 維民ク 共産 市民 ネット 他無所属

４名＊

予算案（一般会計、国保、介護保険、後期高齢者医療）＊１ ○ ○ ○ × × ○ ○

第 2 有明小新築工事契約＊２ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

行政不服審査会条例制定＊３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

職員の分限に関する条例改正＊４ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

特別職（議員、区長、副区長、監査委員、教育長）の報
酬値上げ＊５ ○ ○ ○ × × × △＊７

国民健康保険条例改正（保険料値上げ）＊６ ○ ○ ○ × × ○ ○

＊１　公的サービスを充実させ、低所得者対策が必要
＊２　小中合同校舎で建設費 116 億円
＊３　行政不服審査会を設置、公正性が向上
＊４　下記企画総務委員会記事参照
＊５　下記企画総務委員会記事参照
＊６　負担増大、構造的な問題が改善できない
＊７　おおやね議員、見山議員、川北議員は賛成、三次議員は反対

＊他無所属（おおやね、見山、川北、三次）

【
企
画
総
務
委
員
会
】

江東区に開設された「みなみす
なこども食堂」前で
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戦
争
さ
せ
な
い
江
東
ア
ク

シ
ョ
ン
主
催
で
行
わ
れ
た
元

陸
自
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
・
井

筒
高
雄
さ
ん
講
演
会
に
参
加

し
た
。
戦
争
法
制
が
施
行
さ

れ
、
自
衛
隊
員
の
戦
死
が
現

実
の
も
の
と
な
る

今
、
井
筒
さ
ん

の
お
話
か
ら
感
じ

ら
れ
た
自
衛
隊
の

リ
ア
ル
が
印
象
に

残
っ
た
。

戦
場
で
逃
げ
る

こ
と
は
戦
死
す
る

こ
と
、
防
衛
省
団

体
生
命
保
険
で

は
、
戦
争
、
紛
争

死
は
除
外
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
自
衛

隊
の
担
う
「
後
方
支
援
」
は

戦
争
時
に
は
最
も
「
攻
撃
対

象
」
に
な
る
こ
と
、
な
ど
、

改
め
て
戦
争
の
現
実
を
認
識

で
き
た
。

　

経
済
的
徴
兵
制
が
い
わ
れ

て
い
る
が
、
自
衛
官
定
員
の

充
足
率
が
低
下
し
、
戦
争
法

制
が
施
行
さ
れ
、
海
外
派
兵

が
現
実
化
し
た
現
在
、
貧
困

を
バ
ネ
に
若
年
層
へ
の
自
衛

官
募
集
の
圧
力
が
高
く
な
る

こ
と
は
必
至
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
井
筒
さ
ん
の
資
料
に

よ
る
と
、
自
衛
官
募
集
を
め

ぐ
る
市
町
村
な
ど
の
防
衛
省

へ
の
対
応
で
は
、
１
７
４
２

市
区
町
村
の
う
ち
１
２
２
９

の
市
区
町
村
が
積
極
的
に

「
適
齢
者
」
の
情
報
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
。

　

政
治
の
ケ
リ
は
政
治
で
つ

け
よ
う
、
と
い
う
言
葉
で
講

演
を
締
め
た
井
筒
さ
ん
。
講

演
の
最
後
に
、
井
筒
さ
ん

は
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
の
と
き

の
寄
せ
書
き
を
掲
げ
て
く
れ

た
。「
日
の
丸
」
の
赤
は
や
っ

ぱ
り
血
の
色
に
し
か
見
え
な

い
。（

花
村
健
一　

塩
浜
在
住
）

自
衛
隊
の
「
リ
ア
ル
」
に
触
れ
た
。

元
陸
自
隊
員
・
井
筒
高
雄
さ
ん
の
お
話
か
ら

〈学習支援ボランティア求む！〉 

毎週水曜日 18 時から、亀戸 7 丁目で「江
東中学生勉強会」を開いています。そこで
中学生への学習支援ボランティアを募集し
ています。詳しくはお問い合わせください。 　
●問い合わせ先●　090-2161-1963

中村まさ子

中村まさ子の活動日誌（抄）

1 月

4 日 賀詞交換会
7 日 解放同盟江東支部旗開き

9 日 戦争させない江東アクション、大島地区合同新
年会、定例会

11 日 成人式
12 日 フェミニスト議連パワーアップ講座
14 日 3 大小新年会
15 日 区政勉強会

17 日 消防団始め式、6 丁目団地新年会、東京土建新
年会

18 日 江東アクション会議
19 日 総がかり行動
20 日 市民の声・江東会議
21 日 選挙会議
22 日 キルトクラブうさうさ、大中新年会、定例会
24 日 都民基金会議

25 日 子ども被災者支援推進法議連政府交渉、区政勉
強会

28 日 解放共闘旗開き
29 日 きっずクラブ視察、下町ユニオン新年会
30 日 青少年センター説明会

2 月

1 日 土地開発公社評議会
4 日 沖縄報告集会
5 日 人権の集い
6 日 緑の党都本部総会
8 日 選挙会議
9 日 公園のクロムを考える会会議

10 日 清掃一組総支部定期大会
11 日 福島避難者との会議
12 日 定例会
13 日 緑の党 GJ 総会（～ 14 日）
15 日 区政勉強会
17 日 きっずクラブ視察
21 日 止めよう！辺野古埋め立て
24 日 第 1 回区議会定例会（～ 3 月 30 日）
26 日 キルトクラブうさうさ、定例会
27 日 憲法カフェ
28 日 朝日友好親善の集い

3 月

3 日 選挙会議
5 日 都民基金会議
8 日 江東アクション会議

12 日 生活クラブ総会、脱原発署名、江東アクション、
定例会

15 日 区政勉強会
17 日 江東アクション会議
18 日 大中卒業式、卒業を祝う会
19 日 戦争法廃止大集会
22 日 みなみすなこども食堂見学
24 日 5 大小卒業式
25 日 キルトクラブうさうさ、定例会
26 日 さようなら原発集会
29 日 講演会「チェルノブイリの祈り」

レンジャー隊員時に送られた寄せ書きを掲げる
井筒高雄さん

　

50
年
前
に
静
岡
県
で
起
き

た
殺
人
事
件
の
犯
人
に
で
っ

ち
上
げ
ら
れ
、
死
刑
囚
と
し

て
48
年
間
も
牢
屋
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

の
袴
田
巌
さ
ん
。
２
０
１
４

年
３
月
に
保
釈
さ
れ
た
が
死

刑
囚
の
ま
ま
だ
。

　

釈
放
後
の
暮
ら
し
ぶ
り
が

ス
ク
リ
ー
ン
に
広
が
る
。
自

由
を
奪
う
も
の
か
ら
自
分
を

守
る
た
め
ひ
た
す
ら
獄
房
内

映
画「
夢
の
間
の
世
の
中
」を
観
て

を
歩
き
回
っ
た
習
慣
を
釈
放

後
も
続
け
る
袴
田
さ
ん
。
狭

山
事
件
の
石
川
一
雄
さ
ん

ら
尋
ね
来
る
獄
友
と
の
交

流
。
自
ら
を
励
ま
す
獄
中
日

記
の
一
節
に
あ
わ
せ
空
に
お

月
さ
ま
が
か
か
る
。
ボ
ク
シ

ン
グ
協
会
は
袴
田
シ
ー
ト
を

用
意
し
て
訪
れ
を
待
ち
、
身

体
の
記
憶
は
半
世
紀
を
越
え

て
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ポ
ー
ズ

を
構
え
る
。
一
心
に
支
え
続

け
た
お
姉
さ
ん
の
「（
罪
を
な

す
り
つ
け
よ
う
と
す
る
側
に

対
し
て
）
そ
う
は
い
く
か
よ
」

と
い
う
言
葉
は
キ
ッ
パ
リ
力

強
い
。

　

保
釈
直
後
の
冷
え
切
っ
た

袴
田
さ
ん
の
面
立
ち
が
さ
さ

や
か
な
笑
顔
を
「
娑
婆
」
で

取
り
戻
す
ま
で
の
一
年
の
歳

月
。
映
画
館
を
出
て
思
わ
ず

昼
の
空
に
月
を
探
し
た
。

（
川
見
一
仁　

猿
江
在
住
）

袴田さんの姉・秀子さんの笑顔が
まぶしい


